
 

 

 
 
～ ２学期の校長室黒板 その② ～ 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
     ２０号に続いて、今号も校長室黒板から、 
長かった２学期を振り返ります。 
 
 １０月２７日(月)～の週   一期一会 
２９日から３１日までの三日間、２年生は 

修学旅行に出かけました。修学旅行では、 
数多くの人と出会います。そして、その数多 
くの出会いのほとんどは、長い人生で一度 
きりの出会いとなる可能性が高い。   
出会った人に優しさとさわやかさをプレ 

ゼントする。私が一番大切にしてほしいこと 
です。 
        

       １１月４日(火)～の週  次へ 
       １１月７日(金)が立冬であったために記し 

た黒板です。「冬」の寒さは多くの人から好 
まれるものではありませんが、記したとおり 

冬は備えの季節、蓄えの時期です。 
その冬に向かう中学生の凛とした姿を求 

     めての黒板でした。余談ですが、この週、そし 
     て、この前の週も急に冷え込みが厳しくなっ 

たことを覚えています。 
 

  １１月１０日(月)～の週  考査の存在 
  １１日(火)と１２日(水)に、期末テストが行わ 

れました。“人生の試金石”なんて、やや大袈 
裟に聞こえるでしょうが、考査と仕事には共 
通点があります。大人は毎日が試験みたい 
なものですよね。もちろん、生徒たちは「何点 
とれたか」が何より気になるところでしょうが 

試験を解くことを通して培うべき力にも目を 
向けてほしいものです。 

 
 １１月１７日(火)～の週  温もりのある学校 

       特別支援学校生との交流学習、デートＤ 
Ｖ防止教室、車いすバスケット体験等々、人 
権についての学びが各学年で設定された 
週でした。 
  これを機に、もう一度「生徒同士の相互承 

認」という言葉を意識してほしいとの願いを 

込めてこのメッセージとしました。すべての生 
徒は【個人】として尊重されること、今一度 
確かめたいと考えたことからの黒板です。 

＊黒板の写真を並べて見てみると、その時々
で傾きがバラバラであり、酔いそうな感じで
す。字が下手なのはどうしようもできません
が、せめて写真だけは真っすぐに写さないと
いけないと反省しました・・・。 

令和７年１２月２２日 
  
第２１号 

  
校長 岡野利男 



 
                                                 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 １１月２５日(火)～の週    
   諦めるはあきらめないの一歩目 

       サッカーファンではない私ですが、２３日 
(日)のＶ・ファーレンのピーススタジアム最終 
戦には感激しました。いや、その試合だけでな 
く、シーズン序盤にあれだけ苦しんだチームが

決して、あきらめなかった姿勢に胸を打たれま
した。「諦める」はそもそも真理を見極めると
いう仏教の言葉から・・・。 
Ｊ１昇格の来年が楽しみですね。 

 
 １２月１日(月)～の週  適千里者 三月聚糧 

     まさに卒業まで残り１００日となった１２月 
１日、生徒に届けたい言葉として送りました。 

「千里を行くもの みつき 糧をあつむ」覚えや 
すい響きも手伝って、若い時に出会ったこの 
言葉がとても好きです。様々な場面で様々な 
状況下で戒めとなりそうです。 
 
 

 １２月８日(月)・１５日(月)の週    

   日本国憲法１３条と１４条 
       前号でも紹介したメッセージです。憲法は 

１３条と１４条に限らず、どの条文も大切なの 
ですが、人権週間にちなんでこの２つの条文 
に取り組んでもらいました。現在、合格者は３ 
年生が圧倒的ですが、１・２年生にもちらほ 
ら出てきました。年度末まで、受け付けますの 
で、是非挑戦を促してください。 

 
 １２月２２日(月)～の週   巳年の終わりに 

       「令和８年は午年」ということを最近見聞 
きすることが増えたことから、「あ、そうか、今 
年は巳年だった」と思い出した私です。 
  保護者の皆様、今年一年、次なる成長に 
向けて剥がした外皮（古い自分を捨てる）に 

はどんなことがありましたか。お子さんはい 
かがだったでしょうか。年の瀬の家族の話題 
にしていただければ。 

 ＊学校だよりの２０号と２１号で、２学期の１７枚の黒板を紹介してまいりました。 

   年度当初は「生徒の誰か一人でも読んでくれたら嬉しいのだけど」の謙虚な思いでいなけれ 

ばと思って始めた黒板ですが、徐々に、『校長の思いとして、一人一人の生徒にも・先生にも考 

えてほしいな・・・』という図々しさが頭をもたげてくるようになり、学校だよりにまで紹介し、我な 

がら品位を欠いたものだという思いも消えない週末でした。先週末の２０号で「来週、続きを 

書く」などと言ってしまったものだから、２１号もその続きで出さざるを得ませんでした。お許しく 

ださい。 


